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運動失調症の病態解明と治療法開発に関する研究班 分担研究報告 

 

脊髄小脳変性症のホームエクササイズの効果について 

 

研究協力者  中馬 孝容（滋賀県立成人病センターリハビリテーション科） 

共同研究者  二村 直伸（国立病院機構兵庫中央病院神経内科） 

松村 隆介（国立病院機構奈良医療センター神経内科） 

高栁 哲也（奈良県立医科大学名誉教授） 

 

研究要旨 

脊髄小脳変性症（SCD）と多系統萎縮症（MSA）において、リハビリテーションは重要

な治療法の一つである。今回、患者自身が自宅で行うことができるホームエクササイズ

用パンフレットを作成し、その効果について検討を行った。昨年度の本班研究において、

体幹筋の協調性の向上や筋力の維持および向上を目的としたホームエクササイズ用の

パンフレットを用いたホームエクササイズの効果の有無について多施設にて検討を行

った。介入群と評価のみの対照群の２群に分け評価した。両群ともに SARA,10m 歩行歩

数・速度、FRT は大きな差はなかったが、座位体前屈にて介入群において有意に延長が

認められた。パンフレット用いたホームエクササイズは安全に行え、運動の習慣のきっ

かけになるようでもあった。ただし、病状の進行とともに、個々に応じた指導は必要で

ある。 

 

A．研究目的 

 神経難病患者は進行性であるが、QOL

を落とさずに在宅生活を継続することが

大切である。そこで、日本において最も

多いといわれている多系統萎縮症の小脳

型（MSA-C）および脊髄小脳変性症（ＳＣ

Ｄ）で、歩行器歩行レベル～車いすでの

移動レベルを対象とし、ホームエクササ

イズとして自宅で行う訓練プログラムを

作成し（昨年度）、その効果について検討

を行うことにした。 

 

B．研究方法 

 昨年度の本班研究において、体幹筋の

協調性の向上や筋力の維持および向上を

目的としたホームエクササイズ用のパン

フレットを作成した。さらに、多施設に

おいて、このパンフレットを用いたホー

ムエクササイズの効果の有無について検

討を行うこととした。脊髄小脳変性症お

よび多系統萎縮症の患者を対象とし、ラ

ンダムに、介入群と評価のみの対照群の

２群に分けた。指導前、指導後１か月、

３か月の３回評価を行う。評価項目は①

SARA、②UMSARS（partⅡ、Ⅳ）、③満足度

（VAS）、④QOL アンケート、⑤10M 歩行（秒

数、歩数）、⑥ファンクショナルリーチ、

⑦座位体前屈、⑧呼吸評価（ピークフロ



 

 

ー）とした。

（倫理面への配慮）

 当院および多施設における倫理委員会

にて承認を得た上で開始している。

 

C．研究結果

 介入群

した。結果を表

月後のデータにおいて、座位体前屈にて

介入群（①）において有意

られた。その他としては、両群ともに大

きな変化はみられなかった。

表１ 

 

さらに、

①介入群で

た。 

表２ 

ー）とした。 

（倫理面への配慮）

当院および多施設における倫理委員会

にて承認を得た上で開始している。

．研究結果 

介入群 12 名、対照群

した。結果を表

月後のデータにおいて、座位体前屈にて

介入群（①）において有意

られた。その他としては、両群ともに大

きな変化はみられなかった。

 指導前と

さらに、3か月間評価ができた対象者は、

①介入群で 7 名、②対照群で

 

 3 か月間評価ができた対象者

（倫理面への配慮） 

当院および多施設における倫理委員会

にて承認を得た上で開始している。

名、対照群 7名にて各々検討

した。結果を表１に示す。指導前と

月後のデータにおいて、座位体前屈にて

介入群（①）において有意

られた。その他としては、両群ともに大

きな変化はみられなかった。

指導前と 1か月後での評価

か月間評価ができた対象者は、

名、②対照群で

か月間評価ができた対象者

当院および多施設における倫理委員会

にて承認を得た上で開始している。 

名にて各々検討

に示す。指導前と 1

月後のデータにおいて、座位体前屈にて

介入群（①）において有意に延長が認め

られた。その他としては、両群ともに大

きな変化はみられなかった。 

か月後での評価 

か月間評価ができた対象者は、

名、②対照群で 6 名であっ

か月間評価ができた対象者 
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当院および多施設における倫理委員会

 

名にて各々検討

1 か

月後のデータにおいて、座位体前屈にて

延長が認め

られた。その他としては、両群ともに大

 

か月間評価ができた対象者は、

名であっ

 

3 か月間経過では、介入群（①）において

座位体前屈の数値が有意差をもって改善

した。両群ともに

度、

ただし、

下している者が多いようであった。

パンフレット用いたホームエクササイズ

は安全に行えると推測された。

ットは運動の習慣のきっかけになるよう

であった。

表３

表 4

 

D．考察

 昨年度作成パンフレットの使いやすさ

について、近畿

か月間経過では、介入群（①）において

座位体前屈の数値が有意差をもって改善

した。両群ともに

度、FRT は現状維持の状況と考えられた。

ただし、VAS においては、対照群の方が低

下している者が多いようであった。

パンフレット用いたホームエクササイズ

は安全に行えると推測された。

ットは運動の習慣のきっかけになるよう

あった。

表３ 指導前と

4 ＳＡＲＡの推移

．考察 

昨年度作成パンフレットの使いやすさ

について、近畿

か月間経過では、介入群（①）において

座位体前屈の数値が有意差をもって改善

した。両群ともに SARA,10m

は現状維持の状況と考えられた。

においては、対照群の方が低

下している者が多いようであった。

パンフレット用いたホームエクササイズ

は安全に行えると推測された。

ットは運動の習慣のきっかけになるよう

指導前と 3か月後での評価

ＳＡＲＡの推移 

昨年度作成パンフレットの使いやすさ

について、近畿 SCD・MSA

か月間経過では、介入群（①）において

座位体前屈の数値が有意差をもって改善

SARA,10m 歩行歩数・速

は現状維持の状況と考えられた。

においては、対照群の方が低

下している者が多いようであった。

パンフレット用いたホームエクササイズ

は安全に行えると推測された。パンフレ

ットは運動の習慣のきっかけになるよう

か月後での評価 

昨年度作成パンフレットの使いやすさ

MSA 友の会およ

か月間経過では、介入群（①）において

座位体前屈の数値が有意差をもって改善

歩行歩数・速

は現状維持の状況と考えられた。

においては、対照群の方が低

下している者が多いようであった。 

パンフレット用いたホームエクササイズ

パンフレ

ットは運動の習慣のきっかけになるよう

 

 

昨年度作成パンフレットの使いやすさ

友の会および滋
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賀県甲賀保健所・東近江保健所・長浜保

健所・高島保健所管轄の患者さんを対象

（156 名）にアンケート調査を行ったとこ

ろ、このパンフレットの内容は、患者に

とってわかりやすく、役に立つ情報との

結果を得た。また、自主練習の効果はあ

ると答えた者はいたが、効果はないと返

事をしている者おり、後者は寝たきりで

あるなど病状の進行を感じているとのコ

メントがみられた。進行性疾患であるが

ゆえ、個々の病状に応じた対応や訓練指

導は必要であるということを反映してい

ると考えられた。ただ、このようなパン

フレットは地域で患者と接している関係

者にとってもわかりやすく、訓練指導の

提案の一つになるようであった。     

介入群において有意に変化を認めたの

は、座位体前屈のみであった。 

今回、対照群においては完全に、普段施

行されている訓練等を中止しての検証は

行っておらず、その影響は否めない。表

４には各対象者のＳＡＲＡについての点

数をグラフに示したが、両群ともに点数

が悪化している者はいるが、相対的に評

価前と比べると著変はないと考えられ、

両群ともに現状維持の状況であると推測

された。定期的な評価と訓練指導は、患

者自身がリハを意識することができ、患

者の運動機能や ADL・QOL の向上を図るこ

とができる可能性はあると考えられた。

また、パンフレットはいろいろな運動機

能のレベルにあわせたものがあった方が

よいと考えら、現在、立位で行えるエク

ササイズ用のパンフレットを作製してい

る。 

 

E．結論 

 ホームエクササイズを指導し、在宅生

活の安定を図ることの可能性はあると推

測された。さらに、定期的なリハ専門家

による評価と適切な指導はより個々に応

じた対応ができると推測された。 

 また、今年度は立位で行えるエクササ

イズ（自主訓練）のパンフレットを検討

し考案した。今後、検証が必要と考えて

いる。 

 最後に、ご協力いただいた国立精神・

神経医療研究センター病院神経内科 村

田美穂先生、リハビリテーション科小林

庸子先、前野崇先生、国立病院機構相模

原病院神経内科 長谷川一子先生、医療

法人北祐会北祐会神経内科病院神経内科 

武井麻子先生、中城雄一先生に感謝申し

上げます。 

 

F．健康危険情報 

 特になし。 

 

G．研究発表 

1．論文発表 

 特になし。 

2．学会発表 

1) 中馬孝容，二村直伸，松村隆介，高栁

哲也：脊髄小脳変性症に対するホーム

エクササイズの検討．第 31 回日本神

経治療学会総会，2013 年 11 月 21 日，

東京 

2) 中馬孝容：脊髄小脳変性症の自主訓練．

第3回神経難病リハビリテーション研

究会，2013 年 11 月 23 日，東京 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

1．特許取得   特になし。 

2．実用新案登録 特になし。 

3．その他    特になし。 
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